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令和５年 第４回宮崎市教育委員会定例会会議録

４ 報 告

１ 日 時 令和５年４月１９日（水） １３：４０～１５：００

２ 場 所 教育委員会室

３ 出席者 【教育長・教育委員】

西田教育長、松尾代表教育委員、片山委員、小林委員

（欠席：畠山委員）

【事務局】

迫田教育局長

（企画総務課) 河野課長、砂田補佐、堀補佐、
甲斐主査、小八重主任主事、野妻主任主事

（学校施設課）齋藤課長

（学校教育課）重盛課長、矢野補佐、田中補佐

（教育情報研修センター）堀之内所長、桒原次長、野邊次長

（生涯学習課）長田課長、大田原補佐

（保健給食課）弓削課長、児玉補佐

（文化財課） 町田課長、井田補佐

番 号 件 名 説 明 者

報告第９号
令和４年度第５回宮崎市いじめ防止対策委員会の報告に

ついて
学校教育課長

報告第１０号 教職員の事案の報告について 学校教育課長

報告第１１号 事故等の報告について 学校教育課長
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西田教育長 それでは定刻になりましたので、ただ今から、第４回教育委員会定

例会を開会します。

本日ですが、畠山委員が欠席となっています。本日の傍聴者は、あ

りません。

それでは、会次第「２ 会議録署名人の指名」です。本日の会議録

の署名人は、私西田と、片山教育委員を指名させていただきたいと思

いますが、よろしいでしょうか。

委員 異議なし。

西田教育長 それではまず昨日の事故について事務局から報告をお願いします。

迫田教育局長 昨日、文化財課の職員が発掘調査の現場において、生き埋めになる

という事故がありました。お手元に資料をお配りしていますが、概要

としては、大字浮田の埋蔵文化財確認調査の現場に、文化財課の職員

２名が試掘作業に向かいました。他に重機を扱う民間の委託業者から

１名、計３名が現場におり、職員１名が試掘坑内で作業していたとこ

ろ、土の壁が崩落して、生き埋め状態となったというのが事故の概要

です。

時系列に説明しますと、９時過ぎに文化財職員２名が現場に到着。

そのうちの、再任用の職員が、１５時半になる頃ということですが、

３か所掘った試掘坑のうち、３か所目、長さが５．８メートル、幅１

メートル、深さ２メートルの長方形の試掘坑内で北側の土の壁を整

え、どういった地層なのかとか、どういう遺跡があるかを調べる作業

中でした。もう１人の職員が、公用車の方に測量機材を取りに行き、

戻ってきた時には、土の壁が崩落しており、試掘坑内が埋まっており、

中の職員が生き埋め状態であったということです。

当時、重機を扱っていた民間業者の方は、１つ目と２つ目の試掘坑

を埋める作業していたということで、そんなに広いところではなかっ

たのですが、その崩落した現場を見た方はいないという状況です。１

５時３０分に、職員が警察に電話をして、救急隊の出動を要請。民間

の委託業者の重機のオペレーターは、人力で救出のため掘削を続けた

ということです。もう一人の職員も人力で掘削しようとしたようです

が、土が多く、できないというところで、警察に電話したということ

です。１５時４７分頃に、救急隊員が到着して、試掘坑内北側に職員

がうずくまった状態で救出されました。そのまま４７分頃に救出され

て、救急隊が心肺蘇生をしながら、１６時１５分ごろ県病院に搬送さ

れました。その当時心肺停止状態が、約２０分ぐらい続いています。

現在も意識不明の状態で、家族も会えない状況です。

今後の対応といたしましては、今回の現場での試掘作業は昨日で終

了していますが、年間１００件ぐらいの調査事項あり、業者の関係や

依頼人の方も借金をして市に依頼している部分もありますので、いつ

までも止めていられないと思います。今日と明日は一旦試掘作業を止

めておりますが、安全対策をしっかりした上で、複数名でしっかり目

を離さない、離れる時は試掘坑から出るとか、そういったことをして、

試掘作業については再開しないといけないと思います。原因を調査し

まして、しっかりと安全対策をもう１回練り直していきたいと考えて

います。現在は、その原因についても、まだ予測の域を出ていません

ので、県の教育委員会それから文化庁にも報告をして、今後の対応を

図っていきたいと考えています。説明は以上です。

西田教育長 ただいまの説明について何かご質問等はないでしょうか。説明付け
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加えるようなことはありませんか。

委員 なし。

事務局 なし。

西田教育長 ないようでしたら、会次第「３ 行事報告等」に入ります。１ペー

ジをお開きください。（１）教育長報告は、こちらに記載のとおりと

なっております。このうち、まず、４月１３日（木）に東京都で行わ

れた「全国都市教育長協議会第１回常任理事会・理事会合同会議」に

ついて、報告いたします。２ページをご覧ください。

概要にありますように、役員の選任と決算、そして予算案について

ということと本年度５月に、帯広で全国の都市教育長協議会・研究大

会があります。その内容についての協議がありました。

あと文部科学省の講話ということでいくつか紹介しますと、まず最

初に幼児期と小学校の接続の改善ということで、幼児教育課長から話

がありましたが、「ペリー就学前プロジェクト」というのをご存知で

すか。私はあまりよく知らなかったのですが、これはアメリカで低所

得者層の３～４歳の子どもについて、質の高い幼児教育を受けるグル

ープと受けないグループがあって、その後の４０歳までの追跡調査を

するというものなんです。それで、結果はＩＱは１０歳頃までは高い

んですが、それ以降は差がなくなる。差が最初あってそれがだんだん

なくなる。しかし１４歳時の学力やその後の社会生活差が生じている

ということで、学校での学力やその後の社会生活での差は、認知能力

であるＩＱではなく、非認知能力が影響を及ぼしている。要は創造性

とか、やり抜く力とか、失敗しても諦めないとか、そういうような力

が、実は大切なんだということがこの実験で分かったということで、

特に「ＧＲＩＴ（グリット）」といってやり抜く力というのは、勉強

で覚えるものではなく、やはり普段のそういう小さい頃からの体験、

これを重視していくことこそ、将来に繋がるんだよというような話で

した。幼稚園から小学校のこの繋ぎの２年間をもっと重視しようとい

うような動きは国にも起こっていますが、これは結構なるほどなとい

うのもありました。

あとはデジタル教科書、今、子ども達には、外国語ともう１教科と

いう話が出ていますが、令和６年度から段階的に教科を増やして導入

していくという話です。ただし、最終的にはデジタル教科書だけにな

るということは考えておらず、両方の併用でやっていくということ、

やはり紙には紙の良さがあるので、どっちも両方大切にしながらやっ

ていくという話が出てきました。

あと、特別支援の教育の話が出て、人数でちょっとびっくりしたの

ですが、平成２４年度と令和４年と１０年間の差をみたようです。そ

うすると子どもは０．９倍に下がっています。人数が１０４０万人が

９５２万になっていて、それに対して、特別支援教育を受ける児童生

徒数は、３０．２万人から６１．８万人ということで、約２倍に人数

も増えているということです。だから学校においての教育の中で、特

別支援教育というのは非常に重要なものであるというようなことで

各種説明をされました。そういう状況で、これからも我々としてはや

はりそこは大切にしていかないといけないということです。

あとは地域部活動について、これについては国が「３年間で地域移

行、土日の移行をやる」という目標から、「できるだけ早期に努力を

していきましょう」という目標に変えて、予算も落ちたという中で、

ある教育長から、やはり予算の確保をしっかりしてほしいと意見があ
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りました。結局、指導者に対する謝礼をどうするのか等という問題は

一地方公共団体ではできない話なので、国全体を含めてやってほしい

というお話が出ています。以上のような話がこの会で出たということ

でした。私の報告は以上です。

続きまして、

「（２）委員報告」、「（３）教育局長報告」ですが、報告案件はありま

せん。

次に、「（４）各課行事報告」につきまして、こちらに記載のとおり

となっておりますが、「②学校教育課」行事から、３月２７日（月）

に行われました「令和４年度第５回宮崎市いじめ防止対策委員会」に

つきましては、後ほど議事の中で事務局より報告をお願いします。

次に、同じ学校教育課から、小中学校の入学式及び教職員新任式・

新任者研修会について、報告をお願いします。

重盛学校教育課長 それでは学校教育課関係の主な行事についてご報告をします。まず

４段目です。４月３日の新規採用教職員辞令交付式です。小学校６７

名、中学校２９名、合計９６名が今年度採用となり、辞令交付式を行

っています。

続きまして、５段目、４月５日に行いました教職員新任式です。教

育委員の皆様にもご出席いただき、ありがとうございました。今年度

は校長１９名、教頭１６名を含めて、２７３名の教職員が赴任し、新

任式を行っています。

続いて６段目です。４月１１日に行われた中学校の入学式です。今

年度３，２７５名が入学しました。昨年度は３，２４８名でしたので、

２７名増です。現在のところ中学校の在籍は９，８０６名となってい

ます。

続きまして４月１２日に行われた小学校の入学式です。本年度、３，

５６１名が入学しました。昨年度は３，４９８名でしたので、６３名

の増加となっています。現在のところ、小学校の在籍は２万１，９４

９名となっています。小中学校に在籍します児童生徒は、現在３万１，

７５５名となっています。入学式は、新型コロナウイルス感染症の対

応が緩和されましたので、来賓や保護者の制限をなくし、学校の実情

に応じて実施されました。教育委員の皆様にもご出席いただきありが

とうございました。報告は以上です。

西田教育長 ありがとうございました。

今、行事報告がありましたが、何かお気づきになったことがありま

したか。今回、入学式に参加いただいたということで、ご感想をお願

いします。
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小林委員 ここに記載の卒業式と入学式、２か所、参加しました。特に卒業式

はコロナの中で何を縮減させていくかとか、かなり議論された卒業式

だったのかなと思います。一方で大事な催しといいますか、子ども達

の例えば歌です。こういったものに対しては、大切にされている状況

や、あるいは学校によっては、その歌も録音したものを流すとかいう

形で、学校間の差もいろいろ生じているという状況もお聞きしたとこ

ろです。校長先生方も情報共有し合って、自分の学校なりの独自の式

をあげてらっしゃると思うんですが、何を省略していくのかっていう

ことは、やはり議論の余地があるところなのかなというふうに思いま

した。

ただ一方で教育委員会の挨拶が資料の中でも、綴じ込みをされてま

して、この辺りは簡略化されていて、こういったどこの学校も共通し

て行われることに対しては、今回のことを受けて、今後も教育委員会

の挨拶は、資料綴じ込み等の対応でも問題ないのかなというふうに、

いろいろ考えさせる式でした。

一方で学校用務員の方、具体的には東大宮小学校の用務員さんが、

一生懸命、休日も返上されて、お花を栽培されて、本当に体育館を色

とりどり、お花で飾っている様子を校長先生から紹介していただきま

した。そういった方々の支えというものも、すごく大事にされてるん

だなということを感じて、今日紹介させていただきました。以上です。

片山委員 私も卒業式と入学式と出席し、小学校の卒業式はマスク着用で行っ

たのですが、子ども達はマスクなしで参加していました。その卒業式

ですごく感動したことがあります。式といえば、皆さんもイメージす

るのは、子どもが前にいて、保護者もその子ども達の後ろにいてとい

うのが一般的な式だと思うのですが、その常識にとらわれず、対面式

でした。子ども達と保護者が対面で、先生方が斜め前、後ろに５年生、

在校生という形で、みんなで円を画く様な形の卒業式でした。保護者

の立場からいうと、子ども達の表情を見たいというのがあると思いま

す。表情も見れますし、起立した時に、椅子ではちょっと身体は斜め

前に向けるのでとても綺麗に揃っていました。保護者の方もすごく雰

囲気が良く、コロナ禍でもちょっと解除されてきてたので在校生も参

加することができて、６年生の姿を見れるというのは、本当に良いも

のがありました。保護者の挨拶や子ども達の挨拶も一般的にあるかと

思いますが、最後に子ども達が退場の時に、花を１本ずつ持って保護

者のもとに行って、保護者も多分そんなことは思っていなかったと思

いますので、涙涙の感動で、常識に捉われない、何をもって卒業式、

誰のための卒業式なのかということを、やはり考えさせられました。

一方で入学式の方も、小学校と中学校と連日あり、比較するもので

もありませんが、やはり中学生はほとんどマスクを着用していまし

た。学校の先生もほとんどマスクでしたし、保護者や来賓もマスクを

着用していました。私はマスクを外していましたが、翌日の小学校の

入学式は、子ども達はマスクを外して、保護者の方は、マスクをして

という状況で、もうこれは仕方ないのかというところは感じたところ

でした。中学校の方は新１年生と保護者だけで、小学校の方は、在校

生の６年生がお世話をしながら迎え入れていくようなところがあっ

て、少しずつコロナ禍が明けて日常に戻ってきてるのかなと感じる良

い入学式でした。
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長くなりましたが、一般的な常識というのも本当は誰のための何の

ための学校教育なのかというところは、考えていく必要があるのかな

というところは感じた式でした。

松尾委員 私の方は、卒業式から入学式へと来賓の数が増え、やはりコロナ禍

明けをしてる、日常が取り戻されてきている、その証かなと思います。

それから式次第も従来の形に非常に近い形で行われておりました。中

学校では、歓迎の言葉を生徒会長が言いましたけども、非常に温かい

表現力、素晴らしいものがありました。

あと気になるのは、やはり小林委員も言われたように、目的は何だ

ろうかと考えて、何を残すか何を取り入れ、これは外していいかとい

うものがやはり持っておかないといけないのかなというのが１つあ

ります。

それからもう１つ、欠席がですね、卒業式のとき中学校は欠席が非

常に多く目立ちましたが、今回は、非常に少なかったです。少なかっ

たのですが、私が行った中学校、百数十名が入学しましたが、３名が

欠席でした。スクールソーシャルワーカーに確認をしたら、やはり小

学校の時から不登校気味であったということで、入学式に来られない

というのは、よほど深刻な問題を抱えてるのかなというのも感じまし

た。

大分日常が取り戻されつつあるということを感じました。

西田教育長 ありがとうございます。

先ほど片山委員も言われましたが、親と子の対面式、私の行った赤

江小学校も同じような形で親にとっては嬉しかっただろうなと思い

ます。やはり子ども、保護者が一番喜ぶ卒業式、入学式であってほし

いなというので、学校教育課からも４月当初に入学式については、で

きるだけそういう方向でという話をしたところも良かったのかなと

いう感じを受けます。確認として、何を省略するかということや目的

をしっかり持ってやってほしいということは、やはり学校に対しての

指導ということで我々としても大切かなと思います。

教育委員会の挨拶がありませんでしたがいかがでしょうか。どうで

しょうか、もうなくて問題ないでしょうか。その辺はどうですか。

片山委員 私、小学校の入学式に行った際に、校長先生が劇をされました。小

学校だからというのもあるでしょうが、劇のような「挨拶を何々ちゃ

んが来て」というような紙を使って挨拶をして、子ども達の心を掴ん

でたわけです。難しい話ではなく、来られていた地域の方がほのぼの

して親しみやすくてとても良かったという話をしていました。その地

域の方が、「教育委員会の挨拶とかあんな難しいことを子ども達が聞

くわけないもんね。」とおっしゃっていたのです。その時に、個人的

な意見ではありますが、そうだなと、保護者もわざわざ教育委員会の

話を聞きたいだろうかというのは感じたところでした。

西田教育長 みんな頷いておられます。

それでは、教育委員会の挨拶については、このような形で続けてい

くということで、今後検討していくということでよろしいですか。
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松尾委員 はい。

小学校と中学校はやはり違うのかなと思います。小学校は時間を待

てない子どもがやはり多いかなという気がします。話の数を限らない

といけない。そういう中では、来賓紹介の時に一言、発する機会があ

りましたので、あのぐらいの言葉を述べさせていただければいいのか

なという気もしました。

でもやはり、何らかは言わないといけないのかなと、立場上やはり

お祝いはしたいです。

西田教育長 今のようなことを考慮しながら、検討していきたいと思います。

それでは、「４ 議事」に入らせていただきます。３ページをご覧

ください。

本日、議案はございません。

報告が３件でございます。

報告第９号「令和４年度第５回宮崎市いじめ防止対策委員会の報告

について」、報告第１０号「教職員の事案の報告について」、報告第１

１号「事故等の報告について」ですが、こちらについては、地方教育

行政の組織及び運営に関する法律第１４条第７項により、非公開とし

たいと思いますが、いかがでしょうか。

委員 異議なし。

西田教育長 それでは、これより非公開とします。

西田教育長 それでは、ここで非公開を解除します。

次に、会次第「５ その他」に移ります。

「宮崎市子ども電子図書館のサービス開始について」、事務局から説

明をお願いします。

長田生涯学習課長 今月の１３日から「宮崎市子ども電子図書館」と名しまして小中学

校児童生徒を対象とした電子図書館サービスを開始しています。

電子図書館とは実際に図書館に行かなくても、インターネットに繋

がったパソコンやタブレット、スマートフォン等から電子書籍を無料

で借りて読むことができるサービスです。宮崎市では子ども達の読書

活動を維持、推進を目的としまして、県内では自治体初となる「宮崎

市子ども電子図書館」のサービスを開始しています。

詳細の説明につきましては、この定例会終了後の勉強会におきまし

て、実際の電子図書館の画面をお見せしながら説明したいと思います

ので、よろしくお願いします。

西田教育長 その他、委員の皆様から情報提供等ありましたらお願いします。

小林委員 私は宮崎市の景観計画の作成に教育の代表として参加しましたの

でご紹介します。

３月をもって、新しい景観計画が出されています。こちらを見てみ

ますと、カラー刷りで社会科の授業にも活かせそうな宮崎市内の景観

がどういった歴史を持ってなされてきたか、どういった計画を持って

進められているかが分かりやすく説明されていて、私は「教育の中で

もすごく価値の高いものができましたね。」という感想を述べました

が、情報提供として、何かご紹介する機会等がありましたら、学校等

にもできるといいのかなというふうに思っています。以上です。

西田教育長 ありがとうございます。その他よろしいでしょうか。

委員 なし。

西田教育長 ないようでしたら、次に、会次第「６次回教育委員会について」、

事務局から説明をお願いします。
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河野企画総務課長 次回定例会は、令和５年５月３１日（水）、１３時４０分から教育

委員会室において、お願いしたいと考えています。また、年間計画を

お手元にお配りしています。以上です。

西田教育長 ただ今説明のありました日時で、委員会を開催しますので、よろし

くお願いします。

続きまして、会次第「７行事予定」について、事務局から説明をお

願いします。

河野企画総務課長 それでは、７ページ会次第「７行事予定」につきまして、６月１５

日までの行事予定を説明します。

主なものですが、表の２段目、４月２１日金曜日、全国市町村教育

委員会連合会第１回常任理事・理事会合同会議が東京都であります。

松尾代表教育委員に出席をお願いしています。次に、４月２１日、Ｇ

７宮崎市農業大臣会合歓迎レセプションがありますが、教育長に出席

をお願いしています。それから、５月１日ですが、現在、選挙期間中

ですけれども、新しい宮崎市議会議員の総会があります。市長、教育

長、教育長局長もご出席する予定です。それから、５月１３日は、市

のＰＴＡ協議会定期総会があります。教育長ご出席です。それから、

５月１７日から１９日にかけまして、全国都市教育長協議会第２回常

任理事会他、総会等が、北海道帯広市であります。教育長ご出席です。

その次ですが、５月２４日、全国市町村教育委員会連合会の定期総会

功労者表彰等が、東京都でありますが、松尾代表教育委員のご出席を

お願いします。５月２６日には宮崎県市町村教育委員会連合会の理事

会を予定してますので、松尾代表教育委員の出席をお願いします。５

月３１日は令和５年第５回定例教育委員会、６月１５日は令和５年第

６回定例教育委員会ということでお願いします。以上です。

西田教育長 ただいまの説明に対し、ご質問はございませんか。

委員 なし。

西田教育長 それでは、以上をもちまして、第４回定例会を終了します。


